
42　身近なものの速さを計算しよう

１　はじめに

　本校中学部数学科では、身近な題材を授業の中に
取り入れることで、生徒の興味・関心を高め、数学
的な知識の活用を目指した実践に取り組んでいる。
身近な題材を取り入れた実践については、半沢

（2011）の電子黒板を用いた実践において、苦手意
識の改善と、学習意欲の向上が認められている。生
徒の多くは速さの公式の形を正しく記憶していな
かったり、数量の対応についてもあいまいなまま公
式を使ったりする生徒が多く見られる。ICTの活用
と体験型学習によって、学習意欲の向上と苦手意識
の改善、計算過程や計算式の意味を理解して、正し
く計算できる力を養うことを目指して実践を行っ
た。

２　今回の実践について

　今回の実践では、速さの定義式「速さ＝距離÷時
間」のように、数量間の関係を数式によって表すと
いった、数学的な考え方に対して、はじめに自作教
材と電子黒板などのICTを活用した学習を行い、次
に速さを計測する過程を、タブレットPCを活用し
て学ぶ、体験型学習を行った。この２つの学習活動
を通して、速さの計算を身近なものとしてとらえさ
せ、具体的な日常生活と結びつけて考えることで、
正しい式の理解と、正しい計算の定着につなげられ
るのではないかと考えた（図１）。

図１　本実践の概念図

　ICTを活用した学習では、自作教材（図２）を
SMART Notebook 10（SMART Technologies）で
作成し、プレゼンテーション機能の他、付属されて
いるオブジェクトの機能（計算機や図形の移動等）
や、動画の埋め込み機能、ページ内リンク機能を主
に使用した。提示には電子黒板を用いた。

図２　自作教材のタイトルページ
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　体験型学習では、タブレットPCの内蔵カメラを
用いて、動画の撮影を行った。タブレットPCの中
にはあらかじめストップウォッチ機能をもったフ
リーソフト（今回用いたものはKAZAMItimerとい
うソフト）を入れておき、動画内で動いている物体
の、動いた時間を計り、そのまま画面上に書き込ん
で計算を行えるようにした。

３　指導の実際

（1） 実践の流れ
　今回の実践は３時間扱いで、①自作教材を用いて
基礎知識と計算方法を確認する学習、②グループ活
動で実際に速さを計測して学ぶ体験型学習、③まと
めの学習を行い、後日、理解度を確認するために確
認テストとアンケートを行った。
（2） 学習指導要領との関連
　今回の実践は、学習指導要中学校領数学科目標に
ある、
・数学的活動を通して，数量や図形などに関する基

礎的な概念や原理・法則についての理解を深め
る。

・数学的活動の楽しさや数学のよさを実感し，それ
らを活用して考えたり判断したりしようとする態
度を育てる。

の２つに、主に関連した指導実践である。
（3） 授業の様子
①　自作教材による学習
　はじめに、速さとはどんな数量であるかという基
本的な問いかけから授業を始めた。数名が正しく回
答できたが、半数以上はよくわからないという回答
であった。そこで「１秒あたりに進む距離」が速さ

（秒速）であることを、動画や棒グラフ等を用いて
説明し、速さの定義式「速さ＝距離÷時間」の意味
を、視覚的にイメージして計算できるよう、自作教
材と電子黒板を活用した。次に、速さを求めるとき
に、なぜ割り算によって求めるのかを考えた。速さ
とは「１秒あたり」に進む距離であることから、「１
人当たり」、「１つあたり」の数量を計算するときに、
割り算を用いたことを連想して、なぜ速さを割り算
で求めるのかに気付いた生徒が複数見られた。

　次に、教材動画（図３）を見て、その中で動く自
分たち自身や、自分の投げたボール等が、どのくら
いの距離を、どの程度の時間で進んだのかを確認さ
せた。電子黒板上の動画から計算に必要な数値をま
とめさせ、電子黒板上で速さを計算してもらったと
ころ、計算が苦手な生徒も、式に正しく代入するこ
とができ、正答することができた。

図３　教材（キャッチボール）

　授業のはじめは、「苦手だよー。」「（速さの計算が）
嫌です。」といった声が上がっていたが、教材に取
り組み始めてからは、映像中の自分や友達の様子に
興味を持ち、画面上に現れる距離や時間の値を使っ
て積極的に計算をはじめたり結果を比べたりする様
子が見られた。速さの定義を確認する画面では、教
材の動画から求めた秒速を１秒間に進む距離として
考え、棒グラフの長さで表し、視覚的に表現（図４）
することで速さの定義を理解できるよう配慮した。

図４　秒速を視覚化したグラフ
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②　体験型学習
　１時間目で学んだ速さの式について、実際に自分
たちで速さを求めるために必要な数値を測定し、計
算して速さを求めるという体験型学習を行った。計
測ではタブレットPCに内蔵されているカメラ機能
を活用して、動画の撮影（図５）及びその場での再
生を行い、今自分が投げたボール等の動く様子を確
認させた。

　グループに分かれて、フリスビーやサッカーボー
ル、バレーボール、紙飛行機等の身近な題材から選
ばせ、体育館で実際に速さの計測を行った。中には、
スライディングの速さ等、動作の速さを調べようと
するグループもあった。生徒は様々な題材を選びな
がら積極的に計測を行う様子が見られ、その場で計
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きた。また、距離の測定に関しては実際にメジャー
を使って測ったのだが、最初は距離を考えずに離れ
て、投げた後に距離を測るグループがいくつか見ら
れたが、測定を進めるごとに、10m等の計算しやす
い距離を測ってからその位置に移動して物体を動か
すといったような、先の計算を見通して、工夫した
測定活動ができるようになっていく様子がみられ
た。
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思われる。また、発展学習としてそれぞれが計測し
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速さとの比較を通して、時速への単位変換について
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について評価をした（図７）。
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に立ったと思いました。」「これを見ると速さがよく
わかるなと思いました。」「小学生の時と比べると速
さの求め方がわかってきたのでよかったです。」「動
画をフル活用できたのでよくわかった。」「タブレッ
トを使ってムービーを撮ってみて反応が遅かった。」

（原文まま）等があり、意欲や興味の面で改善が見
られた。

図７　事後アンケートの結果

　機器の扱いでやや難しい面がみられたり、計算そ
のものに関しても小数の計算を電卓を使っても難し
く感じたりした生徒がいたが、速さの式を立てて、
そこへ数量を正しく代入することに関してはよくで
きていた。
　最初は速さの計算というだけで苦手意識を持って
いた生徒たちが、３時間目では意欲的に計算に取り
組んでいる様子がみられた。身近な題材を用いたこ
とと、計算の過程において必要な情報を自ら集める
ことにより、数式をより日常の中の身近なものとし
て考えることができ、苦手意識の改善及び、正しい
計算につながっているのではないかと考える。

４　今後の課題

　今回の実践では、生徒が速さの式の意味と計算方
法を、体験を通して学び、正しく計算することがで
きるようになっていた。しかし、「速さ」と「距離」、

「時間」の関係性について、考えを深めるところに
はまだ至っていないようにみえ、速さの単位を変換
する計算もまだ定着しきれていない様子がみられ
た。より考えが深まり、「速さ」という数量の本質
が理解できるように教材を見直し、授業を組み立て
なおしていくことが必要であると感じている。
　今後は、教材等の見直しと拡張を図り、日常生活
で果たす数学の役割についてより考えを深められる
ような実践を進めていきたい。また、速さだけでな
く、様々な題材についての応用を目指していきたい。
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